
2026.08.19
募集セミナー

福岡市 Deep Tech Expansion Program 2026



事業概要説明
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事業概要紹介

事業目的
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本事業は、海外市場への事業展開を志向す˾ディープテックスタートアップ等を支援し
ます。

● 海外市場への事業展開を志向する市内外のディープテックスタートアップ等を対
象に、成長フェーズや事業特性に応じた個別支援を実施する

● 共同研究、事業連携、販路開拓等の具体的な成果の創出を目指す
● 継続的な協議の実施や合意形成を通じて、将来的な具体的成果の創出につなが

る状態の構築を重視する
● 仮説構築から検証、商談機会の創出、関係構築の進展に至るまでを一貫して支

援する
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応募対象
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事業概要紹介

● 海外展開意思および事業推進体制を有する方
● 本事業期間中に具体的な成果創出に取り組む意思がある方

＜対象分野＞
ライフサイエンス（バイオ、ヘルステック）、フード・アグリテック、クリーン・クライメートテック等。

スタートアップ 創業予定者

● 福岡市内に事業所等を有す˾又は 
2028年3月31日までに福岡市内で
事業所等を設立す˾計画があ˾

● 2026年4月1日時点で会社設立か˼
概ね15年以内

● 2028年3月31日までに福岡市内で創
業す˾計画がある

● 具体的な製品または試作品を有している

※研究シーズ等、製品・サービスおよびその試作品を持たずとも
成果創出可能と判断できる場合はこの限りではない
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対象地域
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事業概要紹介

Thailand

Singapore

Malaysia

Vietnam

Indonesia

Philippines

Taiwan

アジア7カ国を対象とします。
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事業スケジュール
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事業概要紹介

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月時期

募集・選抜

伴走支援

報告

8/28(金）
申請締切

2/19 or 2/24
本プログラム
成果報告会

9月上旬
採択決定

5社選定

渡航計画・準備

渡航（11月or1月）

渡航後フォローアップ

12/16 
Global Bridge 
Conference 
ポスター発表

(リバネス主催イベント)

9/25（予定） 
合同キックオフ

セミナー
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
海外展開戦略の

個別設計


商談機会の

創出


海外現地での

活動支援


成果創出に向けた

継続支援

具体的な支援内容
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事業概要紹介

事業内容や技術シーズを理解
し、展開国を絞り込み、実効性
の高い海外展開戦略を策定し
ます。

海外企業、大学・研究機関、行
政、支援機関、VC等を20件以
上探索し、現地での面談を10
件程度設計、アテンド。

商談準備から海外渡航、現地
での個別商談等を一貫サポー
ト。新たな連携機会の創出に。

PoC、共同研究、、LOI（意向表
明書）、MOU（覚書）の締結具
体的な成果の創出へ。

各社・各チームの状況に合わせた伴走支援を行います。また、現地渡航費用及び宿泊
費(1名分、1回2泊3日程度分）も支給します。
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採択後の活動イメージ
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採択後は下記の˻うな活動をお願いします。

● イベント（合同キックオフセミナー、プログラム成果報告会）への参加

● 渡航準備及びフォローアップのための面談 (月1回以上のイメージです）

● 商談等で利用す˾資料の作成

● 海外渡航（1回、現地滞在3日間程度）

事業概要紹介
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本事業を担当す˾コミュニケーター
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事業概要紹介
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申請について
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下記の内容を記載いただきます。書類審査にて5社を選定いたします。

● 会社基礎情報

● 将来のビジョン

● 解決したい課題

● コア技術

● こ˿まで作ったもの・研究成果

● 事業化を進め˾に当た˽困ってい˾こと

● 代表者情報

● 海外展開について

● その他

事業概要紹介
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申請について
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事業概要紹介

https://id.lne.st/project/fukuoka-dtep/regist
/basic_info/1

オンラインフォームか˼申請ください

※リバネス ID を作成、ログイン後、フォームURLにアクセスください。

締切：2026年8月28日 17:00

申請に関してのご相談もお受けします。
早めにご相談ください。



株式会社リバネスについて
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委託事業者：株式会社リバネスとは
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委託事業者紹介

商　　号： 株式会社リバネス

本社所在：  〒162-0822 東京都新宿区下宮比町1-4 飯田橋御幸ビル6階

代表取締役グループCEO　丸 幸弘　博士（農学）

代表取締役社長CSO　高橋 修一郎　博士（生命科学）

代表取締役社長CCO　井上 浄　　博士（薬学）

資 本 金 ：  70,000千円

設　　立 ：  2002年 6月14日

専門性

農学・生命科学・生物学・機械工学・電子工学・情報工学

薬学・医学・心理学・経済学・水産学　　　　　　　   ・・・など

海外子会社

シンガポール、マレーシア、フィリピン

アメリカ、イギリス

全員が研究者・ブリッジコミュニケーターリバネスグループ：30社 （国内21社・海外9社）

企業理念

「科学技術の発展と地球貢献を実現す˾」

コアコンピタンス

「サイエンスとテクノロジーを分か˽やすく伝え˾」

2023年6月14日  21周年記念パーティーの様子
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人と技術を育て、社会実装まで進め˾「知識プラットフォーム」
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委託事業者紹介

小中高での科学教育　　　　　理系学生・研究者の育成　　　　　研究開発　　　　　試作開発　　　　　量産　　　　　M&A/IPO

科学技術が生ま˿、社会に実装さ˿˾までの場作˽

大企業
学校教育

(小･中･高)
大学 研究機関

中堅企業
中小企業

ベンチャー

サイエンスブリッジコミュニケーター

知識製造業
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東南アジアでのディープテックスタートアップの
エコシステムか˼、連携パートナーを探索
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委託事業者紹介

Thailand
Since 2016~

246 teams

443 teams

Malaysia
Since 2015~

362 teams

Singapore
Since 2014~

173 teams

Vietnam
Since 2018~

359 teams

Philippines
Since 2017~

300 teams

Indonesia
Since 2018~

1,883teams

東南アジア6カ国の合計
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Integrating 
ecosystems

1,883 
teams in ASEAN

2,863 
teams in JAPAN

12年間で各国のエコシステムは成熟し、
国を超えディープイシューを解決す˾素地はできあがった

九州とアジアをつなぎ、効果的な連携が加速す˾
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委託事業者紹介
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九州地域は2016年熊本での取˽組みがスタート
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2016年2月の熊本県、肥後銀行、熊本大学、熊本県工業連合会、リバネスの5者に˻˾連携協定か˼取˽組みを開始。10年間で251
チームを発掘し、熊本大学、崇城大学、東海大学、熊本保健科学大学か˼ベンチャーが生ま˿育つエコシステムを構築。

委託事業者紹介
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ディープテック領域で九州と世界をつなぐ

ディープテックエコシステムの連携
-Deep Tech Ecosystem Triangle-

九州・台湾・東南アジアでテックプランターのプログラムを
展開し相互連携することで、各地域のスタートアップ、大
学、企業、投資家を接続し、地域エコシステム同士の循環
と共創を促す国際的な連携基盤の構築を図る。

Fukuoka

Taipei

Singapore

Kuala Lumpur

Manila
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